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2017.10.7～2018.3.3

第1講 2017.10.7［会場］ゴートクジISIS

期13第

第2講 2017.11.3［会場］ゴートクジISIS
「数学の在処と人の心の作用するところ」

◎他者性の中の数学
◎行動のベースになる3つのマインド
◎指数関数的テクノロジーに気づくということ
◎環境と相互作用することで立ち上がる生命
◎機能論的生命・存在論的生命
◎他者性の理解と了承

第3講 2017.12.2-3［会場］大阪

ゲスト：津田一郎、池上高志

「「関係」によって表出する「人間」」

◎人間らしい表情は人間と関わりを持てる
◎そもそも意識は存在するのか
◎無機物の知的生命体を目指して
◎糠床とブロックチェーン
◎対話と共話
◎欲望が勝手に実現する縁起

ゲスト：石黒浩、ドミニク・チェン

「物質・反物質から「存在の意味」を問う」

◎反発する力でカタチが保たれている
◎対消滅と対生成
◎イマジネーションが人類の財産
◎比の思考、差の思考
◎ハンズの棚に物を置くこと
◎失敗の価値

ゲスト：多田将

電子と意味のAIDA



第4講 ［会場］ゴートクジISIS

期13第

第5講 2018.2.3 ［会場］ゴートクジISIS
「テクノロジーの可能性と人間性と権利」

◎子どものできることほど難しい
◎言葉という報酬系
◎100次元空間での認知の可能性
◎ロボティズムとエンジェリズム
◎痛覚は人間の砦
◎同質性に基づく特異性

ゲスト：松尾豊、武邑光裕

「意味のプロジェクション」

◎リアル・バーチャルとはなにか
◎行きの貸し方、帰りの返し方
◎すべては「人間とは何か」
◎2つの「is」を混ぜるシステム
◎アナロジー・アブダクション・アフォーダンス
◎天使はメディアである

第6講 2018.3.3 ［会場］ゴートクジISIS

2018.1.20
「現在から未来を繋ぐ間のバーチャル」

◎情報と意思決定のすきま
◎ヴァルネラビリティの発露と遷移を捉える
◎感覚を解体する
◎時間と場所を越えたテクノロジー
◎欲望未満状態の本質
◎VRをフィルターにリアルを喚起する

ゲスト：宮川祥子、水口哲也

2017.10.7～2018.3.3



2018.10.6～2019.3.2

第1講 2018.10.6［会場］ゴートクジISIS

期14第

第2講 2018.11.3［会場］ゴートクジISIS
「アニマな世界観が枯渇している」

◎アニメーションは編集的オーケストレーション
◎アリストテレスのアニマ
◎映画の３要素「SCV」
◎「SCV」の三角形とお金による実体化
◎クリエイティブ =「わからない」をつくること
◎ゲームの情報量は映画の一桁上
◎エンタテイメント暴力とエロ：デジタルドラッグ

第3講 2017.12.1-2［会場］奄美大島

ゲスト：押井守

「場とクレオールの多重露光」

◎死と生のパッサージュ
◎ジェロニモの遺言
◎われわれは難破者である
◎自然を汲み取るうた
◎風と底層に響くドローン
◎薄墨色と群島
◎コードをモードで読み替える
◎聖なるものとの遊び

ゲスト：今福龍太

「編集工学とエディティングセルフ」

◎デジタル時代に再考すべきコードとモード
◎「コードとモード」は「読みと見せ」
◎コードとモードはどのように組み立てられてきたか
◎AIDAのediting self
◎創：エディティングキャラクターをつくってみる
◎グローバリゼーションはコードとモードを押し込めた



第4講 ［会場］ゴートクジISIS

期14第

第5講 2019.2.2 ［会場］ゴートクジISIS
「芸と人、守破離の話芸。」

◎高座の話芸とは
◎小さんと花緑
◎「芸は人なり」
◎うまいとヘタのらしさ
◎守に戻る守破離
◎同時代こそ落語
◎落語のモードはもっと変わっていい

ゲスト：柳家花緑

「コード・ブレイカーとモードクリエーターへ」

◎自分のコードと最魔術化
◎らしさをどこまで追求するか
◎われわれは相転移する
◎いちばん大事なコードは生命
◎デカルトからベイトソンへ
◎実存ではなく

第6講 2019.3.2 ［会場］ゴートクジISIS

2019.1.12
「面影が重なる器」

◎連歌の様式から茶の湯へ
◎面影に差し出す器
◎セクシャルなものに向かう個
◎利休と長次郎
◎形に言葉を与えられるか
◎日常にドスを突きつける
◎名付けようのないものに向かう
◎自己意識と自然との握手

ゲスト：樂吉左衛門

2018.10.6～2019.3.2
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2019.10.6～2020.4.25
期15第

第1講 ［会場］第一ホテル東京シーフォート／銀河劇場

第2講 2019.11.2［会場］オービック習志野グラウンド
「平時のトレーニングに埋め込む想定外」

◎選手の１秒はコーチの１時間
◎想定外のことを徹底して想定するゲームプランニング
◎先の見えないトレーニングを設計する
◎勝ち負けもプロセスの間にある
◎リスクをオプションでカバーし切れるのか
◎最前線の人間が、全体も認知する状態をつくる
◎感性や精神力を鍛える日常の稽古の重要性
◎準備したものをどこでリリースするか

ゲスト：並河研、大橋誠

第3講 2019.12.7-8［会場］国立劇場／本楼／伝統芸能情報館
「何をもって、何をあらわすのか」

◎人形遣いは足10年、左10年、主遣いは一生の稽古
◎技術以上に必要な生きた音とリズム
◎「代わり」である人形遣いを見せるニッポンの文楽
◎心象風景を表現するとは
◎音と音のあいだを引き取る、アフタービートの三味線
◎才能を見抜く眼をどう磨くのか
◎細かい視点と大きな視座の指導
◎「けり」をつける日本文化の様式

ゲスト：吉田玉男、鶴澤清介、竹本千歳太夫他

2019.10.5
「いにしえを稽える「型」を受け継ぐ人と場」

◎型を作ってきた世界
◎全体を”ブーツストラップ”する指導が必要
◎評判ではない「評価」を言わなくなった社会
◎平均化・標準化ではなく、一度落として上げる
◎平時にこそ有事をつくる　
◎演劇における本番とは何か
◎人と人との間の摩擦でこそ成長する
◎逃げ道を作らないことで見える世界

ゲスト：井上麻耶
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稽古と本番のAIDA



第4講 ［会場］池袋ロサ会館／ビリヤード・ロサ

期15第

第5講 2020.2.8 ［会場］遠州茶道宗家
「手続きの知と茶の湯」

◎何の情報をINしてOUTするのか
◎心身を整えるチャンスが路地から始まる
◎モノを清めることで人と場が清められていく
◎満つれば欠くる、遠州流のふくさ裁き
◎主と客の間合いが場をつくる
◎全体の景色を記憶する、人の迷いを観察する
◎一挙手一投足の所作を見る指導
◎手続きが全てのもてなし・しつらい・ふるまいを支える
◎きっぱりする潔さこそが綺麗さび

ゲスト：小堀宗実

「情報生命のゆくえ」

◎有事と平時の間に欠けていたもの
◎有事（エマージェンシー）は創発の機会になる
◎システムに小さな危機を入れる
◎非自己を排除しない自己をどう用意するか
◎ほんととつもりは区別がつかない
◎失われた20年と世界と日本のまちがい
◎平時に埋め込まれた別様の可能性を掴む
◎情報とは一体何であるかを生命から考える

第6講 2020.4.25［会場］ゴートクジISIS

2020.1.11
「イメージの球学、日本人の美学」

◎0.1mmの成功と失敗の間
◎気持ちと言い訳が結果に出る
◎毎回同じことを違う心情や方法でトレーニングする
◎正直でいることを大切にする
◎結果だけでなく、細かい部分にこだわる
◎歩くと同じように球を入れたい
◎イメージがないから、結果を求めて失敗する
◎道筋のプランではない、タッチをイメージする

ゲスト：大井直幸

2019.10.6～2020.4.25
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